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【森林技術・支援センタ―】
〇普及に関する取組

　森林技術・支援センタ－は、全国７つの森林管理局に１箇所ずつ設置され、森林・林業に関する技術開発とその

成果を民有林への普及につなげる業務を中心に担っています。

   近畿中国森林管理局　森林技術・支援セン

タ－（岡山県新見市）では、列状間伐やコン

テナ苗植栽、早生樹（センダン・コウヨウザン）

の植栽試験などの育林技術をはじめ、UAV（ド

ロ－ン）や地上レーザ計測などの ICT 技術を

活用した森林資源の効率的な管理手法の実証

に取り組んでいます。これらの成果について

は、現地視察や技術普及活動を通じて、民有

林の森林・林業関係者の皆様への普及を進め

ています。

   こうした取り組みの一環として、当センタ

－で視察可能な技術開発の内容を分かりやす

くまとめた「森林・林業技術視察プログラム」

（以下「プログラム」という。）を作成してい

ます。プログラムでは、コンテナ苗、早生樹、列状間伐、スマート林業など 12 のメニュ－を用意し、それぞれの

見どころや視察に必要な時間を掲載しています。関心のある項目を自由に組み合わることができるため、効率よく

技術や取組への理解を深めていただくことができます。また、複数のメニュ－を組み合わせた４つのおすすめコー

スを用意しており、半日から 1 日で効率よく当センタ－の技術開発の取組をご覧いただけます。森林・林業に馴

染みのない方でも参加しやすい内容となっており、実際に現場を見ながら楽しく学ぶことができます。

   今後も本プログラムを通じて、地方公

共団体等の職員や森林組合、林業事業

体、企業・個人山林所有者、学生の皆

様など、民有林の森林・林業に携わる

方々への技術的支援に積極的に取り組

んでまいります。現地視察のご要望が

ございましたら、ぜひお気軽にお問い合わせください。

ホーム > 森林管理局へようこそ > 森林管理局の概要 > 森林技術・支援センター > 森林・林業技術視察プログラム

https://www.rinya.maff.go.jp/kinki/g_center/shisatsu_program.html

技術開発と普及に関する取組
トピックス

森林・林業技術視察プログラムの概要

森林調査後のデータ分析の様子 列状間伐箇所の視察



3

NO.1207NO.1207

〇技術開発に関する取組

・下刈り省力化に関する取組の歴史

　林野庁が令和８年４月に公表した「再造林をめぐる状況」によると、

再造林コスト 425 万円 /ha のうち、下刈り経費は 102 万円 /ha と約

24％を占めており、下刈作業の省力化や低コスト化は民有林・国有

林に共通する重要な課題となっています。

　近畿中国森林管理局の前身である大阪営林局では、昭和 40 年代に

は下刈り試験地を設置し、下刈方法（区域全域を刈る全刈、苗の間を

筋状に刈る筋刈、苗の周りを刈る坪刈等）による省力化と植栽木の生

長に関する調査を実施してきました。近年ではドローンなどで撮影し

た画像を活用して「下刈りが不要な箇所」を見極めたり下刈り回数を

減らしたりするなど、「いかに効率的に下刈りを行うか」という視点

へと発展しています。

　当センターにおいても、間伐材の樹皮から作ったシートによる下草

や雑草の生育を抑える効果の検証や、無下刈り施業に適した苗木の種

類の比較、通年下刈り※試験など、省力化に向けた技術開発に取り組

んできました。なかでも、通年下刈り試験では、苗木の成長に大きな

影響はなく、下刈り作業中の苗木の切損や、作業する人の熱中症・ハチ刺されを減らせる可能性が確認されました。

　現在は、新見市内の赤
あかたき

滝国有林、釜
かまたに

谷国有林、高
た か た ろ う

太郎国有林において、植栽木の成長量調査と併せて、下刈りの実

施時期や回数の違いが成長に及ぼす影響について調査を進めています。

　このうち釜谷国有林では、令和 7 年度に夏と冬、令和 8 年度には夏に下刈りを行いました。その結果、下刈り時

期や回数の違いによる苗木の成長への大きな影響は今のところ確認されていません。また、気温の高い夏を避けて作

業することで、作業環境の改善や安全性の向上も期待されています。これらの結果は、時期を弾力化して下刈りを行

うことの有効性を示す結果となりました。

　

　今後も調査を継続し、データの蓄積に努めるとともに、下刈り作業のさらなる省力化と低コスト化に向けた技術開

発を進め、成果の創出と普及に取り組んでいきます。

「再造林をめぐる状況」令和８年４月
林野庁公表資料より引用（青色の枠部）

通年下刈り実施後の状況
（釜谷国有林）

スギ大苗無下刈り区成長状況（釜谷国有林） 夏下刈り実施状況（釜谷国有林）

通
つうねん

年下刈りとは、植栽した苗木の周囲に生える雑草木を、特定の時期だけでなく必要に応じて時期を問わずに刈り払う保
育作業のことです。

※


